
【謹賀新年、雪の朝】 現在の当地区の世帯数は久斗山:44戸（人口120人）境:12戸（人口28人）です。

【冷たくてもへっちゃら！楽しく雪遊び】
　22日(土)午後、久斗山自然教室「かまくら作りと雪遊び」

を開催しました。17人(大人7人、子ども10人)の参加があり

ました。積雪は30㎝ほど、できればもう少し多くても良かっ

たけど、思ったほど雪が降りませんでした。開会式のあと、

まだだれも足跡をつけていない真っ白なグランドに、みんな

いっせいに踏み込んでいきました。スコップで雪を積みあげ、

かまくらを作ったり、雪を大きく丸めて二つを重ね、葉っぱ

や木の実で顔をつくって雪だるまができました。そのうち雪玉で雪合戦が始まり

ました。炭火で焼いた久斗山特産の栃餅が入ったぜんざいが出来上がり、一時

休憩タイム。お餅と一緒にサツマイモや里芋も焼けており、美味しくおやつを

いただきました。休憩の後は、再びかまくら作り開始。雪合戦も

再会し、ソリを使ってうまく身を隠して応戦してました。ソリで

滑るコースも完成し、二人一緒に仲良く乗って滑ったりして嬉し

そうでした。まだ遊び足りない様子でしたが、とりあえず3時半

に終了、片づけをして閉会にしました。短い時間でしたが、好き

なだけ雪と戯れることができて、みんな本当に楽しそうでした。

久しぶりに小学校のグランドに子どもの歓声が戻った一時でした。

新年明けましておめでとうございます。年越し寒波で、元旦の朝は少し積雪がありましたが、比較的穏やかな【ご挨拶】

格が多いそうです。動物の虎はネコ科の猛獣、物怖じしない獰猛さがあります。今年は、皆さんの大いなる発展を期待します。

5年前と比べ、世帯数は大きく変りありませんが人口は1割以上減少し、高齢化も進んでいます。子供や若者は少なく、少し

元気が無いように感じますが、「住めば都」、自然豊かなとてもいい村です。令和4年の正月は積雪が30㎝ほどありました。

近年は暖冬で積雪も少ないですが、町内でも特に雪深い地域です。でも、そのおかげで標高が低くてもブナが生えています。

新年を迎えることができました。今年は十二支の寅年、『寅』の漢字には「まっすぐに伸ばす、ひっぱる」という意味があり、

「寅年は春が来て根や茎が生じて成長する時期、草木が伸び始める状態」だとされており、何かを始めた人はそれを発展させ

将来に向けて大きく伸ばしていく年だということです。寅年生まれの人はチャレンジ精神が強く、新たな事に挑む前向きな性
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今年の元旦は曇りでしたが、2日は晴れていい天気になりました。大杉神社から望む久斗山の村とブナの木（1月2日）



【とんど、とんど～】 【祝 ご成人おめでとうございます】
 正月飾りを集めて燃やす「とん 　コロナの感染拡大で開催が

ど焼き」の行事は、各地で小正月 危ぶまれましたが、9日(日)

に行なわれています。久斗山では 湯村の夢ホールで132人の

7日の早朝(午前6時)暗いうちから 新成人のうち108人が参加

各家々が大杉神社横の広場に飾り して、令和3年度の成人式が

を持ち寄り、火をつけて燃やしま 行なわれました。当地区では

した。今年は飾りも少なく感じ、 中村眞弥さんと山本涼音さん

最初は炎の勢いが弱かったけど、 の2人が成人になられました。式典では町長や来賓が祝辞をのべ、成人

やがて火の粉を舞い上げて燃え上がりました。 の言葉が読み上げられました。その後、宇都野神社の麒麟獅子舞が門出

【悪疫退散！なんまいだ～】 を祝いました。式の様子はYouTubeでライブ配信されました。

　16日(日)午後1時より、久斗山の集会場で大人16人と子供  【祝 金賞!銅賞！「子ども会年賀はがきコンクール」】
6人が集まり、「数珠くり」の行事が行なわれました。以前は  第15回子ども会年賀はがきコンクールの

子供らだけが各家々を廻っていましたが、子供が少なくなった 作品展が15日(土)～19日(水)まで、多目的

などにより、3年前から老人会も一緒に加わり集会所で続けてい 集会施設の2階で開催され、町内の子ども

ます。みんなが輪になって 達の力作が展示されていました。その中で

叩く鐘の調子に合わせて、 田中春さん(浜坂東小2年)の作品が2年

長さ8ｍの大数珠を回しま の部で金賞、久斗山の中村ひなたさん

す。町内では三尾も行なう (同4年)が4年の部で銅賞を受賞されま

ようですが、唱えるかけ声 した。春さんの作品は虎がかわいく描

が少し違うようです。 れています。二人ともおめでとう。

○令和4年　 2月の行事

節分　豆まき

「かんじきハイキング」（9：30～15：00　上山高原エコミュージアム）

聖 バレンタインデー

久斗山自然教室「動物の足跡さがしと雪上ハイク」（9：30～14：00）久斗山地区公民館

13日（日）

　　☆久斗山公民館　【お問い合わせ・連絡先】　新温泉町久斗山628　山本一幸　（℡0796-85-0118）
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蟲蟲（むしむし）フェス
たじまむしむし観察隊特別企画

〇日時：令和4年2月26日（土）

10：00～15：00（出入り自由！）

〇場所：浜坂先人記念館「以命亭」

新温泉町浜坂1208

○料金：200円

鳥取で日夜情熱的に研究をしている選りすぐりの

学生さん夢の共演。

・市原晨太郎（鳥取環境大学3年）

・笈川慶司（鳥取環境大学3年）

・大生唯統（鳥取大学修士課程1年）

【問合せ】

ジオsen.s（センテンス） 但馬因幡探究クラブ

℡090-3688-4200（松岡）
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フユイチゴの実

秋に白い花を咲かせる。

冬場に実をつけるので「冬苺」

と呼ばれるようになった。


